
平成２４年度事業・決算報告書

財団法人　橋　谷　奨　学　会



第１号議案　審議資料　

Ⅰ 事業の状況

（１）概　　況

　　　当年度の奨学事業は、当初継続７名、新規１０名の１７名を採用しましたが、このうち継続奨学生

　　１名については４～９月までインドネシア共和国文部省高等教育総務局より研究助成金を受給する事

　　になったため、４～９月までの奨学金支給を休止としました。

　（２）奨学金の支給状況

　　　①　支給対象者   大  学　院  生 　６人（継　続） 　４人（新　規） １０人（合　計）

  大 学 学 部 生   １人（　〃　） 　４人（　〃　） 　５人（　〃　）

  研　　究　　生 　０人（　〃　） 　２人（　〃　） 　２人（　〃　）

　　　計 　７人（継　続） １０人（新　規） １７人（合　計）

　　　②　支　給　額 一人月額　　１００，０００円　（１７名）

　　　③　支 給 総 額　　  

初年度から平成２３年度まで (３０年間）　 ５０８，０２０千円　（延べ人数 ６６１名）
　　　　　　　　　　　　　

平成２４年度(第１期・第２期：４～８月分)　 　８，０００千円　　　　　　 （１７名）

初年度から平成２４年度まで (３１年間）　 ５１６，０２０千円　（延べ人数 ６７８名）

　（３）奨学金支給を受けている学生との交流

　　　毎年開催している奨学生文化交流懇親会つきまして、今年度は平成２４年１０月２６日に実施予定

　

事　　業　　報　　告　　書



Ⅲ　財務諸表

（単位：円）

科　　　　　目 当年度(24.4/1～7/31) 前　年　度 増　　減

Ⅰ　資　産　の　部

　１　流　動　資　産

　　 　現　金　預　金 4,103,968 12,189,732 △ 8,085,764

　　 　未　収　入　金 35,239 64,812 △ 29,573

　　　流 動 資 産 合 計 4,139,207 12,254,544 △ 8,115,337

　２  固　定　資　産

　(1)　基　本　財　産

　　 　 基 本 財 産 積 立 預 金 634,644 670,399 △ 35,755

　　　　投  資  有  価  証  券 179,365,356 179,329,601 35,755

　　　 基 本 財 産 合 計 180,000,000 180,000,000 0

　 　　固 定 資 産 合 計 180,000,000 180,000,000 0

       資　産　合　計 184,139,207 192,254,544 △ 8,115,337

Ⅱ　負　債　の　部

　　　　な　　し 0 0 0

Ⅲ　正 味 財 産 の 部

　１　指 定 正 味 財 産　

　　 　寄　付　金 180,000,000 180,000,000 0

　　　（うち基本財産への充当額） (180,000,000) (180,000,000) 0

　２　一 般 正 味 財 産　 4,139,207 12,254,544 △ 8,115,337

　　　（うち特定資産への充当額） 0 0 0

　　   　 正 味 財 産 合 計 184,139,207 192,254,544 △ 8,115,337

　　   　 負債及び正味財産合計 184,139,207 192,254,544 △ 8,115,337

                                                                                                    

１．貸　　借　　対　　照　　表　

平成２４年７月３１日現在



（単位：円）

当 年 度 前 年 度 増  減

①　基本財産運用益 111,182 12,427,618 △ 12,316,436

②　特定資産運用益 0 0 0

③　受取寄付金 0 0 0

④　雑収益 416 2,665 △ 2,249

経常収益計 111,598 12,430,283 △ 12,318,685

①　事業費

　1)　奨学事業費

　　　　奨学金 8,000,000 19,800,000 △ 11,800,000

　　　　旅費交通費 780 5,190 △ 4,410

　　　　印刷製本費 5,250 3,675 1,575

　　　　雑費 20,120 51,355 △ 31,235

　2)　教育文化交流促進事業費

　　　　教育促進費 0 690,030 △ 690,030

　　　　文化交流費 0 0

　 　 事業費計 8,026,150 20,550,250 △ 12,524,100

②　管理費

　　　　会議費 0 56,665 △ 56,665

　　　　旅費交通費 143,750 337,420 △ 193,670

　　　　通信運搬費 37,000 59,400 △ 22,400

　　　　印刷製本費 0 0 0

　　　　租税公課 0 1,700 △ 1,700

　　　　雑費 20,035 84,461 △ 64,426

　　　　支払利息 0 2,013 △ 2,013

 　　 管理費計 200,785 541,659 △ 340,874

経常費用計 8,226,935 21,091,909 △ 12,864,974

　当期経常増減額 △ 8,115,337 △ 8,661,626 546,289

経常外収益計 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 △ 8,115,337 △ 8,661,626 546,289

　一般正味財産期首残高 12,254,544 20,916,170 △ 8,661,626

　一般正味財産期末残高 4,139,207 12,254,544 △ 8,115,337

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 180,000,000 180,000,000 0

　指定正味財産期末残高 180,000,000 180,000,000 0

184,139,207 192,254,544 △ 8,115,337

２．正  味  財  産  増　減　計  算　書

平成２４年４月１日から平成２４年７月３１日まで

Ⅰ　一般正味財産増減の部

科　　　　目

　１．経常増減の部

　　 (１) 経常収益

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高

　　（２）経常費用

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　（２）経常外費用



　　　1　重要な会計方針

　　　（１）有価証券の評価基準および評価方法

①　満期保有目的債券‥‥償却原価法（定額法）を採用しております。　

②　その他の有価証券（時価のないもの）‥‥移動平均法による原価法を採用しております。

　　　（２）消費税等の会計処理

　　　　　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっております。

　　　２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりであります。

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　基本財産

　　投資有価証券

　　　満期保有目的債券 118,429,601 35,755 　　　　　　- 118,465,356

　　　その他有価証券 60,900,000 　　　　　　- 　　　　　　- 60,900,000

　　普通預金 670,399 　　　　　　- 35,755 634,644

小　　　計 180,000,000 35,755 35,755 180,000,000

　特定資産

　　定期預金 0 　　　　　　- 　　　　　　- 0

小　　　計 0 　　　　　　- 　　　　　　- 0

合　　　計 180,000,000 35,755 35,755 180,000,000

　　　３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　　　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりであります。

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

　基本財産

　　投資有価証券

　　　満期保有目的債券 118,465,356 118,465,356 　　　　　　- 　　　　　　-

　　　その他有価証券 60,900,000 60,900,000 　　　　　　- 　　　　　　-

　　普通預金 634,644 634,644 　　　　　　- 　　　　　　-

合　　　計 180,000,000 180,000,000 　　　　　　- 　　　　　　-

　　　４　満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価
ノムラヨーロッパファイナンス
エヌブイ９７９０ 49,566,346 35,760,000 (13,806,346) （評価損）

第２４６回利付国債 9,999,600 10,032,580 32,980 （評価益）

第３０２回利付国債 5,899,410 5,904,118 4,708 （評価益）

第３０８回利付国債 3,000,000 3,000,000 　　　　　　- 　　-

東京都公募公債 50,000,000 49,933,050 (66,950) （評価損）

　※表中の（カッコ）は損失を表しています。

評 価 損 益

３．財 務 書 類 に 対 す る 注 記


